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論文内容の要旨
本論文は卑金属厚膜抵抗材料に関する一連の研究をまとめたものでつぎの 5 章から成っている。
第 1 章は序章であり，厚膜混成集積回路，とくに厚膜抵抗鵠についての歴史的展望，同技術の概要
および本論文の位置づけと目的について述べている。
第 2 章は賓験方法について原料抵抗ペーストの調製法・印刷・レペリングと乾燥・焼成および試験
法の各項目を説明している。
第 3 章は卑金属酸化物として酸化タリウム，酸化インジウムおよび酸化カドミウムを選び，これら
とガラスプリットの組成との関連性， ドーピングの効果，焼成条件の影響につき検討し，また電気的
性質の温度，湿度，時間および形状依存性を求め，さらに導電機構について考察した結果を述べてい
る。とくに厚膜抵抗組成物中のガラスの役割について述べ，その重要性を指摘する。
第 4 章は卑金属を用いた厚膜導鵠および抵抗種に対する焼成法について筆者の考察した方法を述べ，
導檀として銅を使用した場合， これとコンパチブルな抵抗瞳材料として棚化チタニウムおよび棚化モ
リブデンについて検討した結果を述べている。
第 5 章は結論であり，本論文における研究の成果をまとめて記しである。
論文の審査結果の要旨
固体電子工学の目覚ましい発展には半導体をはじめとする各種の能動機能素子の進歩が主役とされ
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ているが，回路システムの固体化という立場からみると，抵抗やコンデンサなど受動素子の小型化と
集積化をめぐる技術はまた重要な役目を果している。
本論文は厚膜ハイブリッドIC 用のプリント抵抗体と配線用導体ペーストについて，従来から用いら
れてきている貴金属系ペーストに代って，安価で、しかも動作性能の安定な卑金属ペーストを開発した
もので，これをめぐる一連の基礎研究とその実用化に関する仕事をまとめたものである。抵抗体用ベ
ーストとして，酸化タリウム，酸化インジウム，酸化カドミウムなどを選び，これらをジルコン，ビ
スマス，亜鉛を含んだガラスプリットと混合焼成した場合の焼成条件による化学修飾の効果を，その
電気伝導度と温度依存性から詳しくしらベ，金属酸化物ガラス中の担体輸送機構を明らかにした。ご
うした一連の基礎データをもとに，面抵抗が数桁以上にわたる抵抗体を製作するに必要な設計法を確
立し，実用化した。ついで，銅，ニッケル，アルミニウムを用いた導体ペーストについて，各種のガ
ラスプリットを用いた場合の一連の実験的研究を行い，導電性が高く，アルミナなど基板との接着力
が高く，耐ハンダくわれ性に優れた卑金属ペーストを開発した。とくにこれらペーストの焼成条件に
ついて，酸化反応に活性な低炭素鉄容器を用いた大気中での熱処理法は著者が発案して，現在広くこ
の分野で実用されている技術で，世界的にも知られた方法である。
以上のように，本研究はその内容および成果とも酸化物半導体の電子物性ならびに厚膜IC 技術の進
歩に貢献するところ大きく，工学博士として価値ある論文として認める。
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